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当院で放射線治療を受けられた患者様ヘ

当院は、放射線治療症例全国登録 (」apanese Radiatbn Oncology Daねbase:JROD)に協力しており

ます。この調査は放射線治療を受けられた患者様の診断、治療過程 (外科手術、化学療法含む)とその結果とと

もに、施設の設備情報、放射線治療に関わる人員情報を全国規模で詳細に調査するものです。

この研究により、臨床治療面での全国的ながん診療評価、医療スタッフの業務負荷検証を行い、がん診療の改

善点を明らかにして診療の質を向上させます。患者様により良い医療の提供を可能にします。さらに患者様と同

じ病態について、現時点の全国レベル、地域レベルでの治療成績も提供できます。

この研究は、文部科学省・厚生労働省の「人を対象とする医学系研究に関する倫理指針」により、対象となる

患者さんのお一人ずつに直接説明を行つた上で同意をいただ<代わりに、研究内容の1情報を公開することが必要

とされております。

この研究に関する洲問い合わせなどがありましたら、以下の「問い合わせ先 :窓□」へご照会<ださい。

もし、詳しいことをお知りになりたい場合には、他の研究対象者の個人情報及び知白も財産の保護等に支障がな

い範囲で、より詳しい計画書や関連資料を聞覧いただくことができます。また、個人情報保護法に基づく開示・

利用停止等の手続き等を希望される場合には、下記Fo5い合わせ窓ロヘお申し出<ださい。

[研究課題名]全国放射線治療症例に基づく放射線治療の実態調査および質評価

(実施期F95:2023年 4月 1日～2028年3月 31日 )

[研究機関] 浜松医科大学

[研究責任者]中 村 和正  放射線腫瘍学講座 教授

[協力/共同研究機関]公益社団法人 日本放射線腫瘍学会

「これら外部機関に個人を識別できる情報が提供されることはありません」

[研究の目的]本研究は、日本全国の放射線治療の基本的な構造および症例情報を収集・集計・分析し、その結

果を医療施設に還元することで治療成績や効果の改善をはかり医療の質の向上に役立てると共に、

広<国民に対し放射線治療方法の動向や現状などの情報を正確に開示することを目的とします。

[研究の方法・ データの利用方法]

●対象となる方  々2013年1月 1日以降に放射線治療を受けた患者様

●利用する情報及び利用方法

病歴、治療歴、副作用等の発生状況、カルテ番号 等 放射線治療、化学療法、タト科手術などの治療情

報、治療結果、生存・死亡情報、再発情報、冨」作用情報など

この研究では外部へ試料・情報をWeb登録システム (DIP社)にて登録し、日本放射線腫瘍学会が

保管します。特定の個人を照合するための情報は、治療を行った施設のみが保管・管理します。

日固人情報の取り扱い]収集する症例情報は、患者様個人を識別することができないように匿名化して扱いま

す (病院ID、 お名前削除)。 また調査の過程で患者様を特定することもありません。

この研究にご自分のデータを使ってほしくない方 (又は代理人の方)は、FoOい合わせ先まで連絡をいただけれ

ば、いつでも使用や提供を喜止することができます。連絡方法は、以下《問い合わせ先》をご確認<ださい。ご

自分のデータの使用をお断りになつても、治療に不利益を受けることはありません。

[問い合わせ先 :窓□]

浜松医科大学 放射線腫瘍学講座

研究責任者 :中村和正

〒431-3192 浜松市東区半田山1丁目 20番 1号
雷 053-435-2242(平 日9:∞～17Ю )

E man:nabm(ァ ットマーク)hama rnedaclp

[当院の窓□〕

機関名 東京都済生会中央病院 放射線治療科

研究責任者 :大橋俊夫

〒1080073東 京都港区三田1丁目4番17号

803-3451-8211(代表)(平日8:30～ 170D)


